
１．はじめに

本工事は、国道３１１号線に架かる巡礼橋の耐震
性能向上を図るため、落橋防止システム工および
支承取替を実施するものであった。
主な工事内容は、既設ピンローラー支承２基を
免震支承に取替、落橋防止システム工として端対
傾構を座屈拘束ブレ－スに取替、耐震ダンパー４
基、PCケーブル１４組を設置するものである。
本稿では、上記の内、支承取替えについて施工
中の安全確保の課題と対策について述べる。
工事概要は以下のとおりで、図―１に全体一般
図を示す。
�１ 工 事 名：国道３１１号（巡礼橋）交付金道路

保全工事
�２ 発 注 者：和歌山県
�３ 工事場所：和歌山県田辺市本宮町
�４ 工 期：平成２４年１２月２０日～

平成２６年１月１３日

構造形式：単純上路式トラス橋＋単純合成鈑桁橋
橋長：１０６m（７５．８８m＋２８．００m）
建設年次：１９９０年（平成２年）

２．現場における課題・問題点

トラス橋の支承取替え工法は、片側ずつ施工が
でき、ジャッキアップ時のアンバランスが少なく、
水平力の対応も容易で安全性に優れる「部材追加
方式」を採用した。
この方式では、ジャッキアップ点とする下弦材
と上弦材の桁端格点の間に追加垂直材を設置し、
それを利用してジャッキアップする。仮受用ジャ
ッキを支承前面に配置するため、下部工の拡幅が
必要となる。
交通を供用した状態で工事を行うため、通行車
両による影響を考慮した安全対策を図り、迅速か
つ安全な施工を行ううえで以下の課題があった。
・課題１：追加垂直材の軸力により下弦材に曲げ
作用力が発生する懸念があり、施工中の座屈に
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対する安全性を確保する必要があった。
・課題２：施工中に安定した形状を保持するシス
テムを構築する必要があった。

３．対応策と適用結果

課題に対して、以下の対応策を講じた。
・対応策１：下弦材の発生応力を解析により事前
に算出して管理限界値を定め、ひずみゲージを
設置し、安全監視システムを構築するものとし
た。一軸、三軸ゲージを追加垂直材、既設部材
の合計１６箇所に設置し、応力をパソコンで監視
するもので、異常時にはパトランプの点灯によ
り作業を中止するシステムとなる（図―２）。
・対応策２：発生応力が管理限界値を超えないた
めの施工管理方法として、ジャッキアップ高さ
を２mm以内と定め、上記の応力計測システム
と連動するものとした。ジャッキアップ高さを
ダイヤルゲージで計測するとともに、カンチレ
バー型変位計（図―３）を地覆部に設置し、ジ
ャッキアップ高さを常時計測できるようにした。

・適用結果１：ひずみ計測結果は、管理限界値と
する許容ひずみ量±１０００με に対して、支承取
替作業時は最大±２００με であり、２mm以内の
ジャッキアップ量であれば主構造に対して影響
ないことが確認できた。
・適用結果２：支承取替期間中の桁高さは、温度
変化の影響と推定される±１mm程度の高さの
変化がある程度で、大きな変化はなかった。
以上により、トラス橋の支承取替施工中の安全
性確保に対し、数値的に検証できる有効な安全シ
ステムを構築できたと考える。図―４に施工前後
の状況を示す。

４．おわりに

トラス橋の支承取替えに着目し、ジャッキアッ
プ方法として部材追加方式を採用した場合につい
て安全性確保の観点から報告した。
補修・補強工事では施工途中の構造物の応力性
状を含めた挙動把握とそれに対する形状管理が重
要である。近年、点検・診断用に様々なセンサー
が開発されているが、それらを形状管理に適用す
る事例も増えていることに注目すべきであろう。
今後、トラス橋の他、アーチ橋などの大型橋梁
の補修・補強が多くあると想定されるが、複雑な
構造物で大反力の支承取替え工事について、本工
事で構築した安全監視システムは、それらに十分
応用できるものと考える。最後に、本工事の施工
にあたり和歌山県西牟婁振興局をはじめとする関
係各位に厚くお礼を申しあげます。

図―２ 安全監視（応力計測）システム図

図―３ カンチレバー測定器

図―４ 支承取替施工前・後

a）施工前

b）施工後
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